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い
ま
、
二
十
一
世
紀
の
社
会
が

必
要
と
す
る
、
い
ろ
い
ろ
な
新
し

い
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

四
月
一
日
、
秋
田
市
の
介
護
保

険
制
度
は
順
調
に
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
申
請
に
よ
り
介
護
の

必
要
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
か
た

は
、
全
員
無
事
、
こ
の
新
し
い
制

度
の
も
と
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
ま
す
。

介
護
保
険
に
要
す
る
秋
田
市
の

予
算
は
百
二
十
七
億
円
ほ
ど
。
こ

の
財
源
の
半
分
は
保
険
料
で
ま
か

な
わ
れ
ま
す
が
（
六
十
五
歳
以
上

の
か
た
の
保
険
料
は
半
年
間
免

除
）、
新
し
く
介
護
保
険
特
別
会

計
を
つ
く
り
、
安
心
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
は
待

っ
た
な
し
の
状
態
で
す
。
懸
案
だ

っ
た
高
齢
者
バ
ス
優
遇
制
度
も
四

歳入

平
成
十
二
年
度
の
秋
田
市
政
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
予
算
は
一
般
会
計
が
一
千
百
一
億
円
、
特
別
会
計

が
八
百
十
七
億
円
、
企
業
会
計
が
三
百
四
億
円
で
、
総
額
で
は

二
千
二
百
二
十
二
億
円
と
な
り
ま
す
。
景
気
の
低
迷
に
よ
り
法

人
税
な
ど
の
減
収
が
見
込
ま
れ
、
財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
く

●一般会計

●特別会計

23億9,470万3千円

190億9,498万9千円

1億9,700万円

3,405万6千円

10億7,764万2千円

8億2,052万2千円

4億4,633万3千円

土地区画整理会計
下 水 道 会 計
市 有 林 会 計
市 営 墓 地 会 計
中央卸売市場会計
農業集落排水会計
大森山動物園会計

土 地 取 得 会 計
廃 棄 物 発 電 会 計
国民健康保険事業会計
老人保健医療事業会計
母子寡婦福祉資金貸付事業会計
介護保険事業会計(保険事業勘定)
同　上(介護サービス事業勘定)

会 計 別 平成12年度予算会 計 別 平成12年度予算

1,101億2,300万円

816億9,746万9千円

下水道や国民健康保険など特定の事業の収入を直接その支出にあてる
ため、一般会計とは区別して、下記の13の特別会計を設けています。

市　税 42,607,344 (38.7％)

地方交付税 20,485,000 (18.6％)

国庫支出金 13,756,971 (12.5％)

市　債 11,984,300 (10.9％)

諸収入 4,737,326 (4.3％)

地方消費税交付金 3,118,279 (2.8％)

特別地方消費税交付金　　　　 21,050 (0.0％)

繰入金 2,892,216 (2.6％)

使用料及び手数料 2,148,377 (2.0％)

県支出金 2,383,389 (2.2％)

地方特例交付金 1,540,000 (1.4％)

分担金及び負担金 917,753 (0.8％)

地方譲与税 890,735 (0.8％)

財産収入 416,524 (0.4％)

自動車取得税交付金 340,857 (0.3％)

繰越金 350,000 (0.3％)

その他 1,532,879 (1.4％)

計 110,123,000

項目 予 算 額(千円) 構成比

財政用語ミニ解説
●地方交付税　一定の基準により国から各地

方自治体に交付される使い道が自由なお金。

●国庫支出金　特定の事業に対して国から交

付されるお金。その事業以外には使えない。

●市債　将来にわたって役立つ公共施設の建

設などのために借り入れるお金。

●諸収入　市が中小企業等へ貸し出した資金

の元利収入、雑入など。

●繰入金　市の各種積立金を取りくずして一

般会計に繰り入れるお金など。

●地方消費税交付金 消費税の１％分は都道

府県税で、県から市町村に交付されます。

介
護
保
険
に
127
億
円
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市　税
426億734万4千円
(38.7％)

法人市民税
49億2801万6千円

固定資産税
205億1327万5千円

諸税
37億3039万円

137億5697万1千円
(12.5％)

119億8430万円
(10.9％)

47億3732万6千円(4.3％)

31億3932万9千円(2.8％)

28億9221万6千円(2.6％)

21億4837万7千円(2.0％)
83億7213万7千円(7.6％)

個人市民税
134億3566万3千円

地方交付税
204億8500万円(18.6％)

国庫支出金

市　債

諸収入

地方消費税交付金・特別地方消費税交付金

繰入金

使用料及び手数料
県支出金ほか

6億671万8千円

1億5,046万3千円

182億9,452万5千円

258億345万円

7,652万1千円

125億6,178万6千円

1億3,876万1千円

予算と事業です
平成12年度の



月
か
ら
始
ま
り
、
約
一
万
二
千
人

(

三
月
末
現
在)

の
七
十
歳
以
上
の

か
た
か
ら
資
格
証
明
書
の
申
請
が

あ
り
ま
し
た
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
は
、
秋
田
市
独
自
の
ゆ
と
り

の
教
育
を
展
開
す
る
中
高
一
貫

校
・
御
所
野
学
院
が
、
四
月
七
日

に
開
校
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
と

し
て
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
地
域

で
子
育
て
を
応
援
す
る
取
り
組
み

を
始
め
ま
す
。

今
年
度
は
今
後
の
秋
田
市
の
進

む
べ
き
道
を
方
向
づ
け
る
「
第
九

次
秋
田
市
総
合
計
画
」
策
定
の
年

に
あ
た
り
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、
行

政
改
革
、
環
境
問
題
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
…
。
住
み
良
い
秋
田

市
の
未
来
を
考
え
、
確
か
な
カ
タ

チ
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

歳出

な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
の
将
来
を
見
据
え
、
一
般
会
計
は
昨
年

度
当
初
に
比
べ
一
・
四
％
増
の
予
算
を
組
み
ま
し
た
。

十
三
ペ
ー
ジ
ま
で
、
今
年
度
の
主
な
事
業
の
あ
ら
ま
し
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
秋
田
市
の
財
政
事
情
と
ま
ち
づ
く
り
の
動
き

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●一般会計

市立病院 112億6,058万円
水道局　130億7,565万2千円
ガス局　 30億7,320万5千円
交通局　 29億8,921万1千円

会 計 別 平成12年度予算

1,101億2,300万円

●企業会計
303億9,864万8千円

秋田市には下記の４つの企業会計があります。
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700

800

900

億円
1,000

1,034 1,017
1,086

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 年度10 11

一般会計
当初予算額の推移

※白ヌキは対前年度伸び率

民生費 24,380,071 (22.1％)

土木費 20,991,807 (19.1％)

衛生費 15,560,530 (14.1％)

公債費 14,069,892 (12.8％)

教育費 12,363,837 (11.2％)

総務費 11,176,889 (10.2％)

商工費 4,531,051 (4.1％)

消防費 3,096,066 (2.8％)

農林水産業費 1,611,415 (1.5％)

諸支出金 804,150 (0.7％)

議会費 748,157 (0.7％)

労働費 739,130 (0.7％)

災害復旧費 5 (0.0％)

予備費 50,000 (0.0％)

計　　 110,123,000

項目 予 算 額(千円) 構成比

第
九
次
秋
田
市
総
合
計
画

億円

0 3 広報あきた　４月14日号

民生費
243億8007万1千円

(22.1％)

土木費
209億9180万7千円

(19.1％)

教育費
123億6383万7千円

(11.2％)

公債費
140億6989万2千円

(12.8％)
衛生費

155億6053万円
(14.1％)

議会費・総務費
119億2504万6千円(10.9％)

商工費・農林水産業費・労働費
68億8159万6千円(6.3％)

災害復旧費・諸支出金・予備費
8億5415万5千円(0.7％)

消防費
30億9606万6千円(2.8％)

12

1.4

1,101

未来をカタチに
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潤
い
あ
る
快
適
空
間
都
市

県都の顔ともいえる、秋田駅周辺や中央街区の
再生・活性化に向けての事業が本格化します。
道路や公園の整備など、自然と都市が調和した、
住みよい都市環境の実現に向けた取り組みも積極
的に進めます。

中
心
市
街
地
の
再
生
へ

取
り
組
み
が
本
格
化

市
の
支
出
の
う
ち
人
件
費
や
公

債
費(

借
金
の
返
済)

な
ど
、
毎
年

度
経
常
的
に
、
必
ず
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
経
費
を
「
経
常
的

経
費
」
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
市
税
や
地
方
交
付
税
、

地
方
譲
与
税
な
ど
経
常
的
に
入
っ

て
く
る
財
源
を「
経
常
一
般
財
源
」

と
い
い
ま
す
。

基
本
的
に
使
い
道
が
自
由
な
経

常
一
般
財
源
の
中
か
ら
、
必
ず
払

う
経
常
的
経
費
に
充
て
ら
れ
る
金

額
の
割
合
が
『
経
常
収
支
比
率
』

で
す
。
比
率
が
低
け
れ
ば
、
自
由

に
使
え
る
お
金
が
た
く
さ
ん
残
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
公
共
施

①
経
常
収
支
比
率

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す

秋
田
市
の

財
政
状
況
を

見
て
み
る
。

財
政
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
指

標
を
調
べ
て
、
秋
田
市
の
財
政
状

況
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
見
て

み
ま
し
た
。

(

11
面
ま
で
続
く)

70
〜
80
％
程
度
が
適
正

一
第

章

●
道
路
網
の
整
備
や
土
地
利
用
な
ど
、
秋

田
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第

五
次
秋
田
市
総
合
都
市
計
画
」。
今
年
度
も

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、

平
成
十
三
年
度
の
公
表
に
向
け
て
策
定
作

業
を
進
め
ま
す
。

●
空
洞
化
対
策
が
急
が
れ
る
中
央
街
区
。

日
赤
・
婦
人
会
館
跡
地
に
つ
い
て
は
、
事

業
計
画
の
確
定
お
よ
び
市
街
地
再
開
発
組

合
の
設
立
認
可
に
向
け
た
支
援
を
継
続
し

ま
す
。
ま
た
、
市
が
導
入
を
予
定
し
て
い

る(

仮
称)

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

実
施
計
画
の
策
定
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

●
秋
田
駅
周
辺
で
は
、
駅
舎
か
ら
西
口
広

場
に
延
び
る
延
長
七
六
メ
ー
ト
ル
の
人
工

地
盤
を
、
竿
燈
ま
つ
り
前
に
利
用
で
き
る

よ
う
建
設
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
人

工
地
盤
と
連
絡
す
る
仲
小
路
の
大
屋
根(

延

長
約
一
七
〇
メ
ー
ト
ル)

は
年
内
に
完
成
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
駅
前
北
第
一
地
区(

金
萬

本
店
周
辺)

で
は
、
平
成
十
三
年
度
完
成
予

定
の
再
開
発
共
同
ビ
ル
建
設
に
対
し
支
援

し
ま
す
。

駅
東
口
で
は
、
東
口
整
備
の
中
核
施
設

と
な
る(
仮
称)

拠
点
セ
ン
タ
ー
の
整
備
計
画

の
検
討
を
行
い
ま
す
。

●
優
良
建
築
物
整
備
事
業
と
し
て
、
楢
山

地
区
の
酒
造
会
社
に
支
援
し
ま
す
。
観
光

客
が
酒
蔵
の
見
学
や
地
酒
の
試
飲
が
で
き

る
工
場
や
、
住
居
な
ど
が
複
合
し
た
施
設

中
心
市
街
地
に
、
人
が
集
う

に
ぎ
わ
い
の
空
間
を
…

中心市街地に、にぎわいの光を。日赤・婦人会館跡地(写真中央)の再開発が本格化します
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未来のカタチ
新年度事業

広報あきた　４月14日号

設
や
道
路
建
設
な
ど
都
市
基
盤
整

備
に
回
せ
る
財
源
に
余
裕
が
あ

り
、
弾
力
的
な
予
算
が
組
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

一
般
的
に
市
に
あ
っ
て
は
70
〜

80
％
の
範
囲
に
あ
る
の
が
適
当
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
田
市
は
平
成
十
年
度
で
82
・

０
％
。
前
年
度
に
比
べ
２
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
ま
し
た
。
今
後
比
率
を

抑
え
る
よ
う
、
一
層
の
経
費
の
削

減
と
安
定
的
な
税
収
の
確
保
に
努

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

85

80

75

70

65

60

50 51 52 53 58 59 60 61 62 63 101 2 3 4 5 6 7 8 954 55 56 57

昭和� 平成�

（％）

■秋田市の経常収支比率の推移�
　　　　　　　　　　（70～80％が適正範囲）�

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
小
回
り
の
き
く
バ
ス
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り(

オ
ム
ニ
バ
ス
タ
ウ
ン
構
想)

の
可
能

性
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

●
高
規
格
道
路
網
で
は
、
日
本
海
沿
岸
東

北
自
動
車
道
の
早
期
整
備
と
国
道
七
号
秋

田
南
バ
イ
パ
ス(

旧
秋
田
空
港
跡
地
〜
臨
海

十
字
路
間)

の
早
期
完
成
を
引
き
続
き
関
係

機
関
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

●
南
部
中
央
線
や
飯
島
金
足
線
、
桜
本
線

な
ど
幹
線
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
市
内
交

通
を
円
滑
に
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
に
努
め
ま
す
。

●
Ｊ
Ｒ
上
飯
島
駅
に
自
転
車
な
ど
の
駐
輪

場
を
新
た
に
整
備
し
ま
す
。

●
千
秋
公
園
で
は
、「
表
門
」
が
年
度
内
に

完
成
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
本
丸
の
桜

の
樹
勢
回
復
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
地
域
に
密
着
し
た
憩
い
の
場
と
し
て
、

広
面
近
隣
公
園
や
光
沼
近
隣
公
園
、
御
所

野
ふ
れ
あ
い
地
区
公
園
な
ど
の
整
備
を
継

続
し
ま
す
。

●
老
朽
化
の
著
し
い
牛
島
清
水
町
市
営
住

宅
の
建
て
替
え
を
継
続
し
、
今
年
度
中
の

一
部
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
下
水
道
で
は
、
引
き
続
き
汚
水
管
や
雨

水
管
な
ど
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
下
水
道

普
及
率
は
、
平
成
十
二
年
度
末
で
六
九
・

七
％(

十
一
年
度
末
現
在
六
七
・
五
％)

に
な

る
見
込
み
で
す
。

千
秋
公
園
に
表
門
が
完
成

秋田駅東西を連絡する
自由通路の愛称を募集

●通路の特徴
日本海の波のうねりや、太平山の山並みをイメージさせる

雄大な波形の屋根と、秋田の自然を表現した柱や床が特徴。
コツコツと鳴る木製デッキの足音と、ステンドグラスから

さしこむ光のシャワーを楽しみながら歩いていくと、窓越し
にけやき並木の景色がみえます。秋田を代表する大通りとし
て、優しさと楽しさを感じられる通路です。

広告デザインコンペ
秋田駅東西連絡自由通路に掲示する
広告のデザインコンペを行います。広
告業を営まれているかたが対象です。

４月20日(木)午前10時～
市役所研修棟研修室

秋田駅東西連絡自由通路の延長部分(人工地盤)が、７月に完成
します。完成すると、駅の東口から駅前の商店街まで、雨、風、
雪を気にしないで行き来することができます。
駅の東西をつらぬく、この歩行者の大通りに愛称を募集します。

応募方法

愛称と簡単な理由、住所、名前、年齢、職業、
連絡先を書いて、６月16日(金)(消印有効)まで、
〒010-8560 秋田市まちづくり整備室へどう
ぞ。詳しい応募要領は、市の公共施設、銀行、
郵便局にもあります。q(866)2156
Eメール machidukuri@city.akita.akita.jp
ＦＡＸq(866)2282での申し込みもできます。

●まちづくり整備室q(866)2156

※最優秀１点と佳作数点に選ばれたかたには副賞を差し上げます。
また、最優秀のかたの名前を通路の床に刻ませていただきます。

説明会

●
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長引く景気低迷のなか、中小企業への各種融
資制度を、より活用しやすい制度に見直しま
した。観光セールスやインターネットによる
情報提供にも力をいれます。

中
小
企
業
融
資
制
度
の

対
象
枠
を
拡
大
し
ま
す

自
治
体
の
財
政
力
の
強
さ
を
図

る
物
差
し
が
こ
の
『
財
政
力
指
数
』。

こ
れ
は
、
市
税
な
ど
に
よ
る
市

の
標
準
的
な
収
入
で
、
合
理
的
、

平
均
的
な
行
政
運
営
を
行
っ
た
場

合
に
、
必
要
経
費
の
ど
こ
ま
で
を

自
前
で
賄
え
る
か
を
計
る
も
の
で

す
。こ

の
数
値
が
高
い
ほ
ど
財
源
に

余
裕
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
数
値
が
１
で
あ
る
こ
と
は

必
要
経
費
を
す
べ
て
自
前
で
賄
え

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
十
年
度
決
算
の
秋
田
市
の

財
政
力
指
数
は
０
・
７
２
４
。
ほ

ぼ
四
分
の
三
の
事
業
は
自
前
で
賄

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

秋
田
市
の

財
政
状
況
を

見
て
み
る
。

②
財
政
力
指
数

自
治
体
の
財
政
力
の
強
さ
を
示
す

１
に
近
い
か
超
え
る
ほ
ど
余
裕

二
第

章

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
秋
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
提
供
を
充
実

さ
せ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
衆
情
報

端
末
機
は
、
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
や
図
書

館
な
ど
に
設
置
。
公
共
施
設
の
利
用
予
約
、

図
書
館
の
本
の
検
索
も
で
き
ま
す
。

●
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
構
想
に
基
づ

く
ま
ち
づ
く
り
機
関(

Ｔ
Ｍ
Ｏ)

の
設
立
に
向

け
て
支
援
し
ま
す
。

●
市
民
市
場
を
改
築
す
る
実
施
計
画
の
策

定
に
支
援
し
ま
す
。

●
中
小
企
業
に
対
す
る
融
資
制
度
を
見
直

し
、
貸
付
金
利
の
引
き
下
げ
や
対
象
条
件

を
緩
和
し
た
ほ
か
、
港
湾
輸
送
関
連
設
備

を
新
た
に
融
資
対
象
に
加
え
る
な
ど
、
よ

り
活
用
し
や
す
い
制
度
に
し
ま
し
た(

16
・

17
ペ
ー
ジ
参
照)

。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
企
業
情
報
の
発
信
を
行
い
、

受
発
注
機
会
の
拡
大
に
活
用
し
て
も
ら
う

な
ど
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創

出
を
支
援
し
ま
す
。

●
緊
急
地
域
雇
用
特
別
基
金
を
活
用
し
て

雇
用
・
就
業
の
機
会
を
つ
く
り
、
中
高
年

齢
者
、
学
卒
未
就
職
者
な
ど
の
雇
用
拡
大

を
は
か
り
ま
す
。

●
首
都
圏
や
定
期
フ
ェ
リ
ー
便
の
寄
港
地

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

新
た
な
情
報
発
信

緊
急
地
域
雇
用
特
別
基
金
で

雇
用
の
機
会
を
創
出
し
ま
す

は
つ
ら
つ
と
し
た
産
業
活
力
都
市
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●　　　未来のカタチ　新年度事業

広報あきた　４月14日号
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■秋田市の財政力指数の推移�

に
対
す
る
観
光
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
秋
田
市
観
光
循
環
バ
ス
運
行
事
業

に
助
成
す
る
ほ
か
、
冬
期
の
観
光
客
誘
致

に
も
力
を
入
れ
ま
す
。

●
大
森
山
動
物
園
に
建
設
予
定
の
「
チ
ン

パ
ン
ジ
ー
の
森
」
や
「
大
型
ネ
コ
科
展
示

舎
」
の
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

●
下
新
城
南
部
地
区
、
上
北
手
東
部
地
区

で
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
を
可
能
に
す
る
農

業
集
落
排
水
事
業
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
十
一
月
に
秋
田
市
で
開
か
れ
る
「
第
一

二
三
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
」
に
協
賛
し

ま
す
。

農
村
地
域
に
も
下
水
道
整
備

●ブルー ●ピンク

ザ・ブーンの
ちゃんに　

名前がついたよ

ブルーのさわやかなイメージとピンクの可
愛らしいイメージからついた名前です。みな
さんもかわいがってくださいね。
169もの愛称の中から選ばれた、佐藤あり

ささん(小学４年・土崎)と、地主有希さん
(小学５年・御野場)のご家族には「ピルルく
らぶ(ザ・ブーン家族１年間使用券」をさし
あげます。

ザ・ブーンの年間使用券を新発売！

くらぶtザ・ブーン個人１年間使用券

tザ・ブーン家族１年間使用券

クルルくらぶ(個人券)とピルルくらぶ(家族券)
は、１年間ザ・ブーンをたっぷりお楽しみいただ
けるとってもお得な使用券です。購入から１年間
は何回でも利用できます。

家族で利用する(同居家族で大人を１人含
む)とさらにお得。クルルくらぶの料金から、
２人で10％割引、３人だと15％割引、４人
以上で20％割引になります。

●23枚綴り回数券の販売を中止します
１年間使用券の発売に伴い、23枚綴り回数券の販

売を中止しますが、お持ちの回数券は最後までご利用
いただけます。回数券の残りがあって１年間使用券を
購入した場合は、残りの分を9月30日まで払い戻し
ます。

問い合わせ クアドーム ザ・ブーンq(827)2301

お子さまプールでまってるよ

大　人
中・高校生
小学生以下

クルルくらぶの料金
8,000円
6,000円
4,000円

くらぶ

首都圏や定期フェリー便の寄港地に対する観光セールスも
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や
す
ら
ぎ
の
健
康
福
祉
都
市

介
護
保
険
制
度
が
順
調

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

三
章

第

●
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
。
市

民
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
体
制
を
整
備
し
、
制
度
の
周

知
と
利
用
の
促
進
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

●
七
十
歳
以
上
の
か
た
を
対
象
に
、
バ
ス
専

用
回
数
券
千
円
分
を
五
百
円
で
購
入
で
き
る

「
高
齢
者
バ
ス
優
遇
乗
車
助
成
事
業
」
を
始

め
ま
し
た
。
ま
た
、
傘
寿
、
米
寿
、
卒
寿
、

白
寿
の
節
目
の
お
祝
い
に
商
品
券
を
お
贈
り

す
る
「
い
き
い
き
長
寿
祝
い
事
業
」
も
実
施

し
ま
す
。

●
要
介
護
認
定
で
「
要
介
護
４
ま
た
は
５
」

と
認
定
さ
れ
た
六
十
五
歳
以
上
の
か
た
を
在

宅
で
介
護
し
て
い
る
か
た
に
、
月
額
五
千
円

の
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
障
害
者
へ
の
二
十
四
時
間
巡
回
型
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を
開
始
す
る
ほ
か
、
知
的

障
害
者
の
日
中
一
時
預
か
り
を
始
め
ま
す
。

●
精
神
障
害
者
の
バ
ス
利
用
を
無
料
に
し
ま

す
。

●
延
長
保
育
や
、
障
害
児
保
育
を
充
実
さ
せ

る
ほ
か
、
病
気
回
復
期
の
乳
幼
児
を
対
象
と

し
た
一
時
預
か
り
を
始
め
ま
す
。

●
保
育
所
の
三
歳
未
満
児
を
保
育
し
て
い
る

70
歳
以
上
の
か
た
に

高
齢
者
バ
ス
優
遇
制
度

訪問看護の看護婦さんと楽しいひととき(神田キヨさん　85歳・将軍野)

公
債
費
は
、
道
路
、
学
校
、
公

園
と
い
っ
た
公
共
施
設
を
建
設
す

る
た
め
な
ど
に
行
っ
た
市
の
借
金

(

市
債)

の
返
済
金
で
す
。
こ
れ
が

一
般
財
源
に
占
め
る
割
合
を
公
債

費
比
率
と
い
い
ま
す
。

こ
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
財
政
は

硬
直
化
し
て
い
る
と
さ
れ
、
秋
田

20

5

15

10

50 51 52 53 58 59 60 61 62 63 101 2 3 4 5 6 7 8 954 55 56 57

（％）�

■秋田市の公債費比率の推移�

昭和� 平成�

秋田市の財政状況を見る。③
公
債
費
比
率

借
金
返
済
の
一
般
財
源
に
占
め
る
割
合

で
き
る
だ
け
低
い
こ
と
が
望
ま
し
い

介護保険制度が始まって、高齢者福祉を
社会全体で支える新しい時代が訪れまし
た。また、ゆとりある子育てを考えて、
医療費助成の拡大やファミリー・サポー
ト・センター事業も進めます。

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
を

８
月
　
未
就
学
児
ま
で
拡
大

障
害
の
あ
る
か
た
に

24
時
間
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

か
ら



おおむね65歳以上のひとり暮らしのかたなど
で、日常生活に関する支援・指導の必要なかた
が対象です。 高齢福祉課q(866)2095

※生活保護世帯と平成11年度にヘルパーを利用
していたかたで、そのかたの世帯の生計中心者が
所得税非課税の場合、事業によって利用料の負担
軽減措置があります

s高齢者生活管理指導員(ホームヘルパー)派遣
調理、洗濯、掃除など家事のお手伝いします。
利用回数：１日１回１時間未満で、週２回まで
利用料：１回153円

s高齢者生活管理指導短期宿泊(ショートステイ)
家族が都合により家をあけるときなどに、一

時的に養護老人ホームなどに宿泊できます。
利用回数：６か月に７日まで
利用料：１日381円。ほかに食事などで１日
760円かかります。

s高齢者生きがい活動支援通所(デイサービス)
デイサービスセンターでレクリエーションな

どを行います。
利用回数：週２回まで
利用料：１回300円。食事や入浴などを利用
する場合は、それぞれ350円かかります。

s高齢者軽度生活援助
草取りなど家まわりの手入れや簡単な修繕な

どを行います。
利用回数：１日１回１時間以内で、月２回まで
利用料：１回120円

s高齢者配食サービス
食事を家庭に配達し、安否確認を行います。
利用回数：１日１回で、週３回まで
利用料：１回350円

s日常生活用具を給付します
・所得税非課税世帯を対象に、必要なかたに
火災警報機、自動消火器を給付します。
・防火などの配慮が必要なかたに、電磁調理
器を給付します。生計中心者の所得税額に
より利用者負担あり。

s緊急通報システムをお貸しします
緊急事態が発生した場合、ボタンを押すだけ

で関係機関などに救助を求めることができる装
置をお貸しします。生計中心者の所得税額に
より利用者負担あり。
s老人福祉電話をお貸しします
所得税非課税世帯に限り、無料で電話加入権

をお貸しします。毎月の電話料金は利用者の負
担です。

●要介護認定で「自立」と認定されたかたに

●要介護認定で「自立」「要支援」「要介護」と認定されたかたに

●そのほか
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● 知っててほしい　新年度事業

広報あきた　４月14日号

部
屋
に
冷
房
設
備
を
設
置
し
ま
す
。

●
乳
幼
児
に
対
す
る
医
療
費
の
助
成
を
八
月

か
ら
未
就
学
児
ま
で
拡
大
し
、
子
育
て
の
費

用
軽
減
と
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

●
大
気
、
水
質
、
土
壌
に
関
す
る
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
調
査
を
実
施
す
る
ほ
か
、
焼
却
炉

な
ど
発
生
源
の
監
視
指
導
に
も
努
め
ま
す
。

●
ミ
レ
ニ
ア
ム
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事
業
と
し

て
、
市
内
の
山
間
部
な
ど
に
不
法
投
棄
さ
れ

て
い
る
ご
み
を
回
収
し
ま
す
。

●
御
所
野
に
建
設
中
の
新
焼
却
施
設
は
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
の
削
減
な
ど
環
境
へ
の
影
響

に
配
慮
し
な
が
ら
、
平
成
十
三
年
度
内
の
完

成
を
め
ざ
し
ま
す
。
廃
棄
物
を
二
次
利
用
す

る
発
電
施
設
も
併
せ
て
建
設
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
何
よ
り
で
す

(

白
百
合
保
育
園)

介護保険以外の

高齢者福祉サービスいろいろ

大
気
、
水
質
、
土
壌
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
調
査

●子育て総合センターに、ファミリー・サポー
ト・センターを開設します。育児を「援助してく
れる人」と「援助してもらいたい人」がそれぞれ
会員登録し、病気や残業などのときに利用しても
らう制度です。

ファミリー・サポート・センターを開設

600

940

700

800

900

億円

1,000

1,100

1,200
1,137

1,030

1,206

５ ６ ７ 各年度末８

1,300 市債残高の推移
(普通会計)

億円
791

９ 10

1,259 市
は
平
成
十
年
度
で
17
・
１
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
増
加
傾
向

に
あ
り
、
市
債
の
発
行
を
抑
え
て

い
く
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。
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ゆ
と
り
あ
る
教
育
文
化
都
市

待望の中高一貫校が、今春開校しました。全
国に先駆けて行われる、ゆとりと特色ある教育
は、秋田っ子の豊かな人間性や社会性をはぐく
んでいくことでしょう。21世紀にふさわしい
教育がここから始まります。

全
国
に
先
駆
け
て

中
高
一
貫
校
が
誕
生

基
金(

積
立
金)

と
は
、
い
ろ
い

ろ
な
目
的
の
た
め
に
用
意
し
て
お

く
市
の
貯
金
と
い
え
ま
す
。

左
表
の
よ
う
に
基
金
に
は
、
市

債
を
計
画
的
に
償
還
す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
て
い
る
「
減
債
基
金
」、

大
幅
な
税
収
減
や
突
発
的
な
支
出

に
備
え
る
「
財
政
調
整
基
金
」、
ま

た
新
庁
舎
建
設
の
た
め
の
積
立
金

や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め

の
基
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
予
算
編
成
の
際
、
こ

う
し
た
貯
金
の
う
ち
、
減
債
基
金

や
財
政
調
整
基
金
か
ら
約
29
億
円

ほ
ど
を
取
り
崩
し
て
一
般
財
源
に

組
み
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

平
成
12
年
度
末
の
基
金
残
高
は
142

億
円
ほ
ど
に
な
る
見
込
み
で
す
。

秋
田
市
の

財
政
状
況
を

見
て
み
る
。

④
基
金
の
積
立

目
的
を
持
っ
た
貯
金
で
す

四
第

章

今
年
度
末
の
残
高
は
142
億
円

●
四
月
七
日
、
御
所
野
学
院
高
等
学
校
が

開
校
し
、
教
育
改
革
の
柱
と
な
る
中
高
一

貫
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
六
年
間
を

通
し
た
ゆ
と
り
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
生

徒
の
個
性
を
生
か
す
教
育
を
す
す
め
ま
す
。

●
小
中
学
校
で
は
、
地
域
の
か
た
た
ち
の

協
力
を
得
な
が
ら
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
学

ぶ
「
は
ば
た
け
秋
田
っ
子
」
の
授
業
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。
英
語
指
導
助
手
の
数
を

増
や
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
、
国
際
理
解
教
育
や
情
報
教
育
の
充
実

も
は
か
り
ま
す
。

●
勝
平
小
学
校
の
改
築
、
飯
島
小
学
校
の

大
規
模
改
造
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
秋

田
商
業
高
校
の
創
立
八
十
周
年
を
記
念
し

て
屋
内
多
目
的
練
習
場
を
建
設
し
ま
す
。

●
太
平
山
リ
ゾ
ー
ト
公
園
に
建
設
を
予
定

し
て
い
る(

仮
称)

秋
田
市
青
少
年
自
然
文
化

ラ
ン
ド
は
、
自
然
の
中
で
体
験
活
動
が
行

え
る
宿
泊
研
修
施
設
。
平
成
十
五
年
度
の

オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
、
実
施
設
計
と
用
地

造
成
を
行
い
ま
す
。

●
平
成
十
九
年
秋
田
国
体
に
向
け
て
、
ジ

ュ
ニ
ア
指
導
者
の
育
成
と
ス
ポ
ー
ツ
国
際

交
流
員
を
活
用
し
た
各
種
競
技
の
指
導
強

化
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
二
〇
〇
二
年

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
誘

致
や
国
体
の
た
め
、
八
橋
球
技
場
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
芝
生
化
し
ま
す
。
勝
平
市
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
は
ナ
イ
タ
ー
設
備
を
設
け
ま
す
。

●
平
成
十
三
年
八
月
に
開
か
れ
る
ワ
ー
ル
ド

国
体
を
視
野
に
施
設
を
充
実

４月７日に行われた御所野学院中学校・高等学校の開校・入学式
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ゲ
ー
ム
ズ
秋
田
大
会
の
メ
イ
ン
会
場
地
と
し

て
、
大
会
運
営
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

●
秋
田
市
文
化
章
制
定
五
十
年
を
記
念
し

て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
と
の
共
催
に
よ
る
秋
田
俳

句
・
短
歌
大
会
を
開
き
ま
す
。

●
平
成
十
三
年
に
勝
平
得
之
の
没
後
三
十
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
赤
れ
ん
が
郷
土
館
の

勝
平
記
念
館
を
改
装
し
ま
す
。

●
高
清
水
の
史
跡
秋
田
城
跡
の
大
規
模
清
掃

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事
業
」
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
中
央
街
区
の
再
開
発
に

と
も
な
い
旧
藩
校
明
徳
館
跡
地
の
発
掘
調
査

に
着
手
し
ま
す
。

●(

仮
称)

二
〇
〇
〇
年
国
連
軍
縮
秋
田
会
議

を
八
月
に
開
催
し
、
秋
田
市
か
ら
世
界
に
向

け
国
際
平
和
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

秋
田
で
国
連
軍
縮
会
議
を
開
催

基金
財政調整基金
減債基金
地域振興基金
文化振興基金
秋田市基金
庁舎建設基金
ふれあい福祉基金
スポーツ振興基金
短期大学運営基金
美術作品等取得基金
計

平成10年度末現在高
21億9,932万9千円
59億1,937万7千円
2億7,458万4千円
3億2,121万2千円
1億2,457万2千円
38億4,318万7千円
9億347万9千円
2億4,481万2千円
20億2,378万9千円

6,161万円
159億1,595万1千円

秋田市の基金の積立状況

青々とした芝生でタッチラグビー

中高一貫校は
こんな学校です
去年の４月に御所野学院中学校が、そし

てこの４月に高等学校が開校して、待望の
中高一貫校が誕生しました。
一貫校は、中学校と高校をストレートで

接続し、６年間というゆとりの中で勉強す
るところに特色があります。
自分で熱心に学びたい教科を「選択」で

きるカリキュラムになっていて、各々の進
路や個性、興味関心、習熟度に応じ、自分
なりの勉強を組み立てることができます。
さらに、「郷土学」「表現科」といった教科
を新設し、郷土の文化や自然、中国語・ロ
シア語・ハングル語、絵画、陶芸など、個
性や感性を磨く学習環境も整えています。
中学校と高等学校の校舎は、渡り廊下で

つながっていて、両方の生徒が自由に行き
来できる回廊型。校舎内には自然光を取り
入れたライティングが施され、暖かみのあ
る明るい空間がつくられています。
開校時の生徒数は、中学校１年が４クラ

ス127人、２年が２クラス71人、３年が２
クラス50人、高等学校１年が２クラス80
人。計328人で御所野学院はスタートしま
した。高等部には、移行期間の今後３年間
は他の中学校からも入学できますが、完全
実施となる平成15年からは、御所野学院
中の卒業生だけの進学になります。
公立の併設型中高一貫教育校として、全

国で２番目の開校となる御所野学院。新し
い学舎で育つ秋田の子どもたちの成長が楽
しみです。

● 未来のカタチ　新年度事業

●秋田市立御所野学院中学校・高等学校

中高一貫校での学習に胸をふくらます新入生



開
か
れ
た
市
民
主
体
都
市

市政情報を適切に提供し、市民のみなさんの声
をお聴きしながら、市政運営を進めていきます。
また、行政改革にも積極的に取り組み、簡素で
効率的、かつ創造的な行政運営をめざします。

市
民
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く

新
総
合
計
画
を
策
定

五
章

第

●
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
市
民
ニ

ー
ズ
に
基
づ
く
第
九
次
秋
田
市
総
合
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

●
費
用
効
果
を
考
え
た
事
業
展
開
を
進
め

る
た
め
、
事
業
の
コ
ス
ト
、
成
果
な
ど
に

つ
い
て
現
状
分
析
と
評
価
を
行
う
、
行
政

評
価
の
手
法
を
新
た
に
検
討
し
ま
す
。

●
町
内
自
治
活
動
や
町
内
街
灯
維
持
管
理

へ
の
助
成
な
ど
を
行
い
、
町
内
自
治
組
織

と
の
円
滑
な
意
志
疎
通
に
努
め
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
福
祉
施
設

な
ど
の
複
合
的
機
能
を
持
つ
中
央
地
区
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
基
本
構
想
を
策
定
し

ま
す
。

●
男
女
共
生
の
視
点
を
各
種
事
業
へ
反
映

さ
せ
る
た
め
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ラ

ン
」
を
改
訂
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に

「
女
性
の
人
材
リ
ス
ト
」
を
作
成
し
、
審
議

会
な
ど
へ
の
積
極
的
な
登
用
な
ど
女
性
の

社
会
参
画
を
は
か
り
ま
す
。

●
昭
和
二
十
六
年
の
創
刊
号
か
ら
の
広
報

あ
き
た
や
広
報
写
真
を
デ
ジ
タ
ル
化
保
存

し
、
貴
重
な
資
料
を
後
世
に
残
し
ま
す
。

●
移
動
市
役
所
、
対
話
集
会
、
市
政
モ
ニ

タ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
広
く
意
見
、
要
望
、
提
言
を
お
聴
き

し
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

●
情
報
公
開
制
度
を
適
切
に
運
用
し
な
が

ら
、
積
極
的
な
情
報
提
供
に
つ
と
め
ま
す
。

「
女
性
の
人
材
リ
ス
ト
」
で

積
極
的
な
社
会
参
画
を

市営ガス事業を
民間移管へ

東部ガスと基本協定締結

秋
田
市
は
三
月
二
十
七
日
、
東
部

ガ
ス
㈱
と
「
ガ
ス
事
業
譲
渡
に
関
す
る

基
本
協
定
」
を
締
結
し
、
来
年
四
月
の

予
定
で
市
営
ガ
ス
を
民
間
会
社
へ
移

管
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

市
営
ガ
ス
の
民
間
移
管
は
、
よ
り

望
ま
し
い
ガ
ス
事
業
の
あ
り
方
を
考

え
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
検
討

芸術文化ホールの検討ワーキング委員会で、施設のあり方について意見交換

基本協定の調印式で、
穴水龍雄東部ガス社長(右)と石川市長が握手　
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し
て
き
た
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

市
議
会
調
査
特
別
委
員
会
に
お
け
る

意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
民
間
移
管
が

望
ま
し
い
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

市
営
ガ
ス
は
い
ま
、
三
十
七
億
円

と
い
う
多
額
の
費
用
を
要
す
る
熱
量

変
更
事
業
を
か
か
え
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
を
自
前
で
行
う
と
な
る
と
、

市
営
ガ
ス
の
体
力
で
は
、
ガ
ス
料
金

の
値
上
げ
な
ど
を
避
け
ら
れ
そ
う
も

あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
経
営
規
模
の
大
き
い
民
間

会
社
に
移
管
す
る
と
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
負
担
増
を
強
い
る
こ
と
が
な

く
て
済
み
そ
う
で
す
。
民
間
ガ
ス
会

社
に
と
っ
て
も
、
経
営
規
模
が
拡
大

す
る
こ
と
で
、
よ
り
安
定
的
に
ガ
ス

を
供
給
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

基
本
協
定
で
は
、
譲
渡
資
産
は
ガ

ス
導
管
な
ど
の
供
給
設
備(

譲
渡
価
格

二
十
億
円)

と
し
、
移
管
後
も
現
在
の

サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
、

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
ガ
ス
事
業
の
廃
止
に
関
し

市
議
会
の
同
意
を
得
た
後
に
、
正
式
な

譲
渡
契
約
を
結
ぶ
と
と
も
に
、
通
産
省

へ
の
認
可
申
請
な
ど
の
譲
渡
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

●
ガ
ス
事
業
の
譲
渡
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
改
革
推
進
室

へ
。
1(

８
６
６)

２
０
３
７

● Mayor’s Ｔａｌｋ

こ
と
の
ほ
か
雪
の
多
か
っ
た
冬
に
別
れ

を
告
げ
、
よ
う
や
く
陽
春
の
四
月
に
入
り

ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
も
入
学
や
入
社
を
は
じ

め
、
新
し
い
気
分
で
生
活
を
始
め
ら
れ
た

方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
残
念
な
が

ら
希
望
の
学
校
へ
入
学
で
き
な
か
っ
た

り
、
超
氷
河
期
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
厳
し
い

就
職
事
情
の
も
と
で
働
く
場
を
確
保
で
き

な
か
っ
た
か
た
も
お
ら
れ
ま
し
ょ
う
が
、

こ
の
よ
う
な
状
況
は
決
し
て
永
続
的
な
も

の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
失
意
の
時
こ

そ
、
次
へ
の
飛
躍
に
む
け
て
実
力
を
蓄
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
切
望
し
ま
す
。

さ
て
、
市
の
経
済
環
境
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
秋
田
市
の
予
算
は
、
三
月
議
会

で
可
決
い
た
だ
き
、
十
二
年
度
事
業
は
四

月
一
日
か
ら
始
動
い
た
し
ま
し
た
。
予
算

の
内
容
は
今
回
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
が
、「
一
般
会
計
」「
特
別
会
計
」

「
企
業
会
計
」
の
総
額
二
千
二
百
億
円
余
、

昨
年
比
五
・
九
％
の
伸
び
率
の
予
算
を
も

っ
て
、
市
民
の
生
活
、
教
育
、
福
祉
の
進

展
に
大
き
く
寄
与
で
き
る
よ
う
決
意
も
新

た
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
は
介
護
保
険
制
度
の
実
施
、
東

北
初
の
中
高
一
貫
校
で
あ
る
御
所
野
学
院

高
等
学
校
の
開
校
、
懸
案
の
中
心
市
街
地

再
開
発
事
業
の
具
体
化
な
ど
、
本
市
の
将

来
に
大
き
く
影
響
す
る
で
あ
ろ
う
事
業
が

目
白
押
し
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
四
月
七
日
に
開
校
し
た
中
高
一

貫
校
は
文
字
通
り
二
十
一
世
紀
を
担
う
人

材
の
育
成
と
い
う
壮
大
な
教
育
改
革
の
一

環
と
し
て
、
全
国
の
教
育
関
係
者
は
も
ち

ろ
ん
、国
民
注
目
の
事
業
で
あ
る
だ
け
に
、

万
全
を
期
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
の
事
業
と
し
て
は
、
こ
の
数

年
来
市
民
の
間
に
多
く
の
議
論
を
呼
ん
だ

「
高
齢
者
バ
ス
優
遇
制
度
」
も
ス
ム
ー
ズ

に
ス
タ
ー
ト
し
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
の

社
会
参
加
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
平
成
十
二
年
度
の
「
秋

田
丸
」
は
市
民
の
夢
と
希
望
を
乗
せ
て
春

の
大
海
原
へ
と
出
航
し
ま
し
た
。
わ
た
し

た
ち
、
市
の
職
員
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま

す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
自
身
も
時
々
漕

ぎ
手
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
無
事
目
的
地

に
到
着
で
き
る
よ
う
、
と
も
に
力
を
合
わ

せ
て
進
ん
で
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

石川市長
新年度予算を語る

市長●石川錬治郎

市長ホットライン
４月27日(木)午前10時～11時
（0120）681・815フリーダイヤル

建設的なご意見をお寄せください。

新
年
度「
秋
田
丸
」の
出
航

市
民
の
負
担
増
を
回
避
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●
●
●
公
営
企
業
管
理
者
●
●
●

▽
水
道
事
業
管
理
者
　
諸
沢
進

●
●
●
市
長
事
務
部
局
●
●
●

【
部
長
級
】

▽
総
務
部
長
　
飯
塚
明
　
▽
総
務
部
理
事(

検

査
監
理
担
当)

三
浦
貞
一
　
▽
総
務
部
付
理

事
・
秋
田
市
職
員
互
助
会
派
遣
　
横
山
安
成

▽
企
画
調
整
部
長
　
畠
山
茂
　
▽
企
画
調
整
部

付
理
事
・
秋
田
周
辺
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
事

務
局
派
遣
　
木
谷
久
光
　
▽
財
政
部
長
　
高
橋

健
一
　
▽
福
祉
保
健
部
付
理
事
・
秋
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
派
遣
　
丸
野
内
胡
桃
　
▽
環
境
部

長
　
平
山
武
志
　
▽
環
境
部
付
理
事
・
秋
田
市

環
境
保
全
公
社
派
遣
　
我
妻
弘
思
　
▽
農
林
部

長
　
石
田
一
豊
　
▽
中
央
卸
売
市
場
市
場
管
理

室
長
　
藍
原
博
　
▽
都
市
開
発
部
付
理
事
・
秋

田
市
緑
地
管
理
公
社
派
遣
　
小
野
地
英
紀

【
次
長
級
】

▽
総
務
部
次
長
　
大
山
幹
弥
　
▽
総
務
部
付
副

理
事
・
秋
田
市
職
員
互
助
会
派
遣
　
吹
谷
忠
彦

▽
総
務
部
検
査
監
理
室
長
　
保
坂
武
男
　
▽
企

画
調
整
部
次
長
　
三
浦
廣
咲
　
▽
行
政
改
革
推

進
室
長
　
斎
藤
秋
郎
　
▽
市
史
編
さ
ん
室
長

菅
原
俊
行
　
▽
東
京
事
務
所
長
　
佐
藤
与
志
郎

▽
財
政
部
次
長
　
渡
辺
正
樹
　
▽
市
民
生
活
部

次
長
　
佐
藤
明
郎
　
▽
土
崎
支
所
長
　
浅
野
三

基
夫
　
▽
福
祉
保
健
部
次
長
兼
福
祉
事
務
所
次

長
　
田
中
政
博
　
▽
福
祉
保
健
部
付
副
理
事
・

秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
　
保
坂
務
　
▽

保
健
所
次
長
　
成
田
忠
三
　
▽
環
境
部
次
長

内
山
真
次
　
▽
農
林
部
次
長
　
赤
川
久
雄
　
▽

建
設
部
次
長
　
保
坂
善
則
　
▽
下
水
道
部
次
長

佐
川
弘
道
　
▽
都
市
開
発
部
付
副
理
事
・
秋
田

市
都
市
建
設
公
社
派
遣
　
柏
木
長
久
　
▽
都
市

開
発
部
付
副
理
事
・
秋
田
市
緑
地
管
理
公
社
派

遣
　
麻
木
修
　
▽
ま
ち
づ
く
り
整
備
室
長
　
渡

邉
一
眞
　
▽
秋
田
公
立
美
術
工
芸
短
期
大
学
事

務
局
次
長
　
佐
藤
英
實

【
課
長
級
】

▽
総
務
部
庶
務
課
長
　
福
田
恵
一
　
▽
庶
務
課

参
事(

渉
外
調
整
担
当)

佐
藤
肇
　
▽
部
付
参

事
・
秋
田
県
市
長
会
派
遣
　
長
谷
川
温
彦
　
▽

文
書
法
規
課
長
　
黒
丸
惟
之
　
▽
人
事
課
長
兼

自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長
　
田
村
力
　
▽
人
事

課
参
事
　
長
浜
谷
猛
　
▽
検
査
監
理
室
主
席
専

門
検
査
員
　
長
谷
川
武
　
▽
検
査
監
理
室
主
席

専
門
検
査
員
　
近
藤
由
彦
　
▽
企
画
調
整
部
企

画
調
整
課
長
　
木
元
浩
司
　
▽
広
報
課
長
　
海

野
容
子
　
▽
行
政
改
革
推
進
室
参
事
　
柴
田
守

▽
財
政
部
財
政
課
長
　
佐
藤
佐
太
幸
　
▽
契
約

課
長
　
旭
茂
喬
　
▽
市
民
税
課
長
　
岡
村
時
雄

▽
市
民
生
活
部
生
活
課
長
兼
消
費
者
セ
ン
タ
ー

所
長
　
佐
々
木
修
一
　
▽
国
民
年
金
課
長
　
武

田
信
行
　
▽
国
民
年
金
課
参
事
　
塚
田
英
詞

▽
国
民
健
康
保
険
課
長
　
伊
藤
明
　
▽
自
治
振

興
課
長
　
伊
藤
秀
孝
　
▽
土
崎
支
所
参
事
　
鈴

木
哲
次
郎
　
▽
新
屋
支
所
長
　
佐
々
木
俊
春

▽
新
屋
支
所
参
事
　
若
月
寿
　
▽
新
屋
支
所
参

事
　
大
門
義
廣
　
▽
福
祉
保
健
部
児
童
家
庭
課

長
兼
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
　
進
藤
照
美

▽
保
護
課
長
　
小
松
茂
美
　
▽
介
護
保
険
課
長

原
田
健
　
▽
介
護
保
険
課
参
事
　
鎌
田
潔
　
▽

保
健
所
保
健
総
務
課
長
　
富
岡
寿
夫
　
▽
健
康

管
理
課
長
　
中
川
雅
夫
　
▽
環
境
部
環
境
総
務

課
長
　
鷲
谷
邦
夫
　
▽
環
境
企
画
課
長
　
佐
藤

隆
幸
　
▽
環
境
保
全
課
長
兼
産
業
廃
棄
物
対
策

室
長
　
石
塚
鈴
雄
　
▽
環
境
業
務
課
長
　
菅
原

正
樹
　
▽
環
境
業
務
課
参
事
　
小
野
銀
逸
　
▽

御
所
野
事
業
所
長
　
嵯
峨
貞
蔵
　
▽
向
浜
事
業

所
長
　
七
尾
修
悦
　
▽
向
浜
事
業
所
参
事
　
畠

山
久
雄
　
▽
商
工
部
工
業
労
政
課
長
兼
男
女
共

生
政
策
室
長
兼
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
所
長

佐
藤
健
悦
　
▽
工
業
労
政
課
参
事
　
山
口
武
秀

▽
農
林
部
農
政
課
長
　
保
坂
正
　
▽
中
央
卸
売

市
場
市
場
管
理
室
参
事
　
森
合
満
　
▽
建
設
部

建
設
総
務
課
長
　
高
橋
清
　
▽
市
営
住
宅
課
長

佐
藤
公
世
　
▽
建
築
課
長
　
星
野
勇
　
▽
下
水

道
部
総
務
課
長
　
土
田
繁
　
▽
維
持
課
長
　
滝

沢
勇
　
▽
都
市
開
発
部
都
市
計
画
課
長
兼
交
通

政
策
室
長
　
石
黒
正
直
　
▽
都
市
計
画
課
交
通

政
策
室
参
事
　
齊
藤
睦
男
　
▽
建
築
指
導
課
長

田
仲
雅
美
　
▽
都
市
整
備
課
長
　
利
部
勉
　
▽

都
市
整
備
課
参
事
　
鈴
木
次
男
　
▽
公
園
建
設

課
長
　
嵯
峨
峰
芳
　
▽
公
園
維
持
課
長
　
成
田

俊
一
郎
　
▽
市
立
秋
田
総
合
病
院
事
務
局
総
務

課
長
　
最
上
徹
　
▽
医
事
課
長
　
渡
邉
勇
次

▽
会
計
課
長

高
橋
征
一

●
●
●
議
会
●
●
●

【
課
長
級
】

▽
事
務
局
庶
務
課
長
　
岡
田
裕
一

●
●
●
選
挙
管
理
委
員
会
●
●
●

【
課
長
級
】

▽
事
務
局
参
事
　
加
藤
肇

秋田市
人事異動
今年は大幅な機構改正も

企画調整部付理事
木谷 久光

総務部理事
三浦 貞一

水道事業管理者
諸沢 進

総務部付理事
横山 安成

総務部長
飯塚 明

四
月
一
日
付
け
の
秋
田
市
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
今
年
は
大
幅
な
機
構
改
正
を
行
い
、
い
ま
市
役
所
に
求
め

ら
れ
て
い
る
課
題
に
効
率
よ
く
対
処
す
る
体
制
を
整
え
ま
し

た
。
ま
た
管
理
職
に
積
極
的
に
若
手
職
員
の
登
用
を
は
か
る
な

ど
、
効
果
的
な
人
員
配
置
に
努
め
ま
し
た
。
課
長
級
以
上
の
異

動
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

企画調整部長
畠山 茂
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●
●
●
監
査
委
員
●
●
●

【
課
長
級
】

▽
事
務
局
参
事
　
石
塚
博
史

●
●
●
農
業
委
員
会
●
●
●

【
課
長
級
】

▽
事
務
局
参
事
　
片
岡
一
彦

●
●
●
教
育
委
員
会
●
●
●

【
部
長
級
】

▽
文
化
会
館
長
　
中
川
彰

【
次
長
級
】

▽
教
育
次
長
　
藤
枝
　
助
　
▽
生
涯
学
習
室
長

多
田
正
明
　
▽
中
央
公
民
館
長
　
木
村
裕
　
▽

土
崎
公
民
館
長
　
水
戸
瀬
春
二
　
▽
大
森
山
少

年
の
家
所
長
　
幸
埜
徳
夫
　
▽
赤
れ
ん
が
郷
土

館
長
　
浅
野
勲

【
課
長
級
】

▽
総
務
課
長
　
中
川
勉
　
▽
教
育
研
究
所
副
所

長
　
濱
田
眞
　
▽
体
育
課
長
兼
秋
田
市
ワ
ー
ル

ド
ゲ
ー
ム
ズ
準
備
室
長
　
田
村
信
雄
　
▽
東
部

公
民
館
長
　
菅
原
清
　
▽
文
化
会
館
副
館
長

中
野
久
　
▽
秋
田
商
業
高
等
学
校
事
務
長
　
菅

原
兼
三
郎
　
▽
御
所
野
学
院
高
等
学
校
長
　
柴

田
義
弘
　
▽
御
所
野
学
院
高
等
学
校
事
務
長

伊
藤
智

●
●
●
ガ
ス
局
●
●
●

【
課
長
級
】

▽
総
務
課
長
兼
熱
量
変
更
推
進
室
長
　
佐
藤
★

是●
●
●
水
道
局
●
●
●

【
次
長
級
】

▽
次
長
　
高
野
悠
紀
雄
　
▽
技
監
　
大
友
克
夫

【
課
長
級
】

▽
主
席
専
門
検
査
員
　
斎
藤
政
義
　
▽
営
業
課

長
　
藤
田
次
男
　
▽
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長

佐
々
木
忠
善
　
▽
給
水
課
長
　
石
塚
巌
　
▽
配

水
課
長
　
石
井
勝
昭
　
▽
建
設
課
長
　
大
渕
廣

▽
浄
水
課
長
　
松
渕
祐
幸
　
▽
水
質
管
理
セ
ン

タ
ー
所
長
　
加
賀
谷
久
栄

●
●
●
交
通
局
●
●
●

【
次
長
級
】

▽
次
長
　
熊
谷
佑
一

【
課
長
級
】

▽
営
業
課
中
央
営
業
所
長
　
佐
々
木
三
男

●
●
●
消
防
●
●
●

【
消
防
監(

次
長
級)

】

▽
秋
田
消
防
署
長
　
佐
藤
昭
一
　
▽
土
崎
消
防

署
長
　
池
田
征
雄

【
消
防
指
令
長(

課
長
級)

】

▽
警
防
課
長
　
加
藤
哲
実
　
▽
警
防
課
参
事

佐
藤
千
勇
　
▽
予
防
課
長
　
土
舘
隆
司
　
▽
城

東
消
防
署
長
　
畑
山
喜
久
雄
　
▽
秋
田
南
消
防

署
長
　
小
松
正
美

市場管理室長
藍原 博

環境部付理事
我妻 弘思

福祉保健部付理事
丸野内 胡桃

都市開発部付理事
小野地 英紀

農林部長
石田 一豊

環境部長
平山 武志

財政部長
高橋 健一

介護保険への対応、地方分権の推進、開かれ

た情報提供、地域情報化、環境対策、都市交通

体系の整備、男女共生社会の充実など、いま求

められている課題に適切に対処していくため、

大幅な機構改正を行いました。新しくできた主

な課所室は下記のとおりです。

市の機構改正

s文書法規課(総務部)
法律問題に対応できる組織体制を整備するために
設けました。

s情報政策課(企画調整部)
地域情報化施策や庁内ＬＡＮなどの電算関係を総
合的に所管します。

s市民相談室(企画調整部)
相談窓口だった広聴相談室と情報公開を担当して
いた市民情報室を統合し、より開かれた情報収
集・提供をはかります。

s介護保険課(福祉保健部)
４月からスタートした介護保険の仕事を担当し
ます。

s環境企画課(環境部)
環境教育やエコオフィスなど、ごみや廃棄物の減
量と再利用を進めるため実効性のある施策を総合
的に企画します。

s工業労政課(商工部)
工業振興課と労政課を統合し、企業誘致や中小企
業の育成、雇用の促進などを統一的に運営します。

s男女共生政策室(商工部工業労政課内)
女性施策と男女共生社会の充実をめざして、工業
労政課内に新設しました。

s交通政策室(都市開発部都市計画課内)
都市計画課内に新設し、都市計画やまちづくり計
画などと整合性をはかりながら、重要な政策課題
となっている都市交通政策を考えます。

s秋田市ワールドゲームズ準備室(教育委員会体育課内)
2001年に開催されるワールドゲームズを支援す
るため、体育課内に設置しました。

s御所野学院高等学校(教育委員会)
市立高校として、去年開校した御所野学院中学校
に併設し、全国的に注目を集めている中高一貫教
育を進めます。

s水道局サービスセンター
水道の使用開始や中止の連絡、料金や漏水の相談
などに応じる、お客さま受付窓口を一本化しまし
た。電話は1(823)8431

文化会館長
中川 彰

市民生活に必要な課題に
効率よく対処します
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次の要件を満たす中小企業者および組合等
① 市内に住所を有するもの（法人は登記簿上の住
所が市内であること）

② 市内で１年以上継続して同一事業を営むもの
③ 市税を完納しているもの

次の要件を満たす小規模企業者
① 市内に住所を有するもの（法人は登記簿上の住
所が市内であること）

② 市内で３年以上継続して同一業種の事業を営むもの
③ 市税を完納しているもの
④ 市民税に所得割（法人の場合は法人税割）が課
されていること

⑤ 申請時点において、秋田県信用保証協会保証の
債務残高がないこと

次の要件を満たす中小企業者
① 事業を営んでいない個人が、市内で事業を開始
した日以後５年を経過していないもの

② 事業を営んでいない個人が、市内で新たに設立
した会社であって、その設立の日以後５年を経
過していないもの

次の要件を満たす中小企業者
① 中小企業者である会社であって、市内で新たに
中小企業者である会社を設立し、当該会社が事
業を開始する具体的計画を有するもの

② 会社が市内で新たに設立した、中小企業者であ
る会社であって、その設立の日以後５年を経過
していないもの

商店街の空き店舗を新・増改築する、卸売業、
小売業、飲食業、サービス業の中小企業者およ
び組合等

組合等
（事業協同組合・事業協同小組合・協同組合
連合会・協業組合・商店街振興組合・商店
街振興組合連合会）

① 市内で同一業種を３年以上行っているもの（製
造業・製造小売業・協同組合等）

② 市税を完納しているもの

市が特定する工業団地等の用地を取得する中小
企業者、組合等（市内に事業所を有する場合、
市税を完納しているもの）

次の要件を満たす、卸売業、小売業、飲食業、
サービス業の中小企業者および組合等。ただし、
港湾輸送関連設備は、業種を限定しない。
① 市内で１年以上事業所を有し、現に市内
で事業を営む中小企業者および組合等（組
合等にあっては、１年未満のものでも対象
とする）

② 市税を完納しているもの

７年以内
（据置６か月以内含む）

・保証人は１人以上

・担保は必要による
1,500万円

750万円

1,000万円

1,000万円

中小企業者
5,000万円
（総事業費の80％以内）

組合等１億円
（総事業費の80％以内）

2,000万円
（総事業費の80％以内）

3,000万円
（総事業費の80％以内）

5,000万円
（総事業費の80％以内）

５億円
（総事業費の80％以内）

7,000万円
（総事業費の85％以内）

１億円
（用地取得金額の85％以内）

年2.4％

年2.4％

年2.4％

年2.4％

（返済60回まで、

年1.0％の利子補給）

年2.4％

（年1.5％の利子補給）

年2.4％
（10年以上は

年2.7％）

年2.9％
（年2.0％利子補給）

年2.9％

７年以内
（据置６か月以内含む）

７年以内
（据置１年以内含む）

７年以内
（据置１年以内含む）

10年以内
（据置６か月以内含む）

※ 組合等は、10年以

内（据置１年以内含む）

10年以内
（据置６か月以内含む）

15年以内
（据置１年以内含む）

７年以内
（据置１年以内含む）

10年以内
（据置１年以内含む）

不要

・保証人は１人以上

（代表者または専従者）

・担保は不要

・保証人は１人以上

（代表者または専従者）

・担保は不要

・保証人は１人以上

・担保は必要による

・保証人は１人以上

・担保は必要による

・保証人は１人以上

・担保は必要

保証人と担保は、必
要による

保証人と担保は、必
要による

保証人・担保等返済期間利率対象となるかた限度額

1 6



事業所の新・増改築およ
び事業所内設備の新設、
改善に要する資金

事業所の内装および保証
金等その他入居に要する
資金

港湾輸送関連設備の整備
に要する資金

店舗の内装およびその他
入居に要する資金

店舗の新・増改築および
店内設備の改善に要する
資金

店舗の新・増改築に要す
る資金

運転資金・設備資金

貸 店 舗

入居店舗

港湾輸送
関連設備

事 業 所
入　　居

事 業 所
整　　備

自 店 舗

一般事業
資金

創業資金

特別小口
資金

新分野
進出資金

設備近代化
資金

商店街
空き店舗等
利用資金

商業施設
整備資金

中小企業
用地取得金

中小製造業
設備資金

運転資金・設備資金

運転資金・設備資金

運転資金・設備資金

市が特定する団地等(新都市・西

部・豊岩)の用地取得資金　　　　　

組合等の事業共同化のための共同施

設、または、公衆の利便に寄与する

共同施設設置事業に要する資金

設備資金

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

資金の使途制度の名称

新規

新規

新規

新規

1 7 広報あきた　４月14日号

商業観光課
商業政策担当1(866)2112

⑧⑨……

利率引き下げ
対象条件を緩和

中小企業のための

融資
あっせん制度

景気の低迷が続くなか、中小企業者

の資金需要への対応と景気対策のた

め、４月１日から、中小企業に対する

各種融資・あっせん制度を、右表のと

おり改正しました。運転資金や設備資

金が必要なかたは、ぜひご利用くださ

い。

①②③④⑤⑥⑦……

港湾貿易振興課
貿易振興担当1(866)2164

運転・設備資金にご利用ください

⑤の「港湾輸送関連設備」……

工業労政課
企業振興担当1(866)2114

※⑧と⑨の制度を除き、信用保証協
会の保証が条件になります。



市
営
バ
ス
の
「
福
祉
特
別
乗
車
証
」
は
、

市
営
バ
ス
か
ら
秋
田
中
央
交
通
へ
移
管
し
た

次
の
路
線
で
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
そ
れ
以
外
の
秋
田
中
央
交
通
の
バ
ス

路
線
で
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
中
央
交
通
へ
の
移
管
路
線

「
山
王
線
」「
新
国
道
経
由
土
崎
線
」「
新
国
道

大
学
病
院
線
」「
新
国
道
セ
リ
オ
ン
線
」「
新

国
道
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
線
」「
金
足
堀

内
線
」「
県
立
博
物
館
線
」「
土
崎
港
中
央
一

丁
目
発
金
足
堀
内
線
」

●
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
担

当
1(

８
６
６)
２
０
９
３

緑
を
食
い
荒
す「
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
」

が
、
現
れ
る
時
期
が
や
っ
て
き
ま
す
。
葉
の

裏
に
ア
メ
シ
ロ
の
巣
網
や
幼
虫
を
発
見
し
た

ら
、
枝
を
切
り
落
と
し
た
り
、
薬
剤
を
散
布

し
た
り
、
早
め
に
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
４
月
17
日
(月)
か
ら
、
地
域
や
町
内

会
で
共
同
防
除
を
行
う
際
に
、
薬
剤
付
き
の

動
力
噴
霧
機
を
無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
。
高

枝
切
り
ば
さ
み
は
、
土
崎
支
所
、
新
屋
支
所

の
ほ
か
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
も
保
管
し
て

い
ま
す
。
貸
出
期
間
は
平
日
に
限
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ア
メ
シ
ロ
防
除
対
策
室

1(

８
２
３)

３
０
６
１(

大
町
分
室)

、
1(

８

６
６)

２
１
４
２(

公
園
維
持
課
内)

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
自
主
的
に

行
う
文
化
活
動
に
対
し
助
成
し
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
度
中
に
文
化
関
係
の
事
業
を
計
画

し
て
い
る
か
た
は
、
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
提
出
書
類
や
選
考
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
助
成
対
象

▼
芸
術
・
学
術
に
関
す
る
公
演
や
講
演
会

▼
秋
田
市
に
関
す
る
研
究
成
果
な
ど
の
刊
行

事
業
―
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

５
月
９
日
(火)
ま
で
文
化
課

1(
８
６
６)

２
２
４
６

芸
術
・
学
術
の
分
野
で
活
発
な
創
作
活
動

を
行
い
、
す
ぐ
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
か
た
に

文
化
選
奨
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
対
象
と

な
る
の
は
、
秋
田
市
民
、
ま
た
は
秋
田
市
を

拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
る
団
体
が
、
平
成

11
年
４
月
か
ら
12
年
３
月
ま
で
の
間
に
創

作
、
発
表
、
刊
行
し
た
作
品
で
す
。推
薦
方
法

な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

５
月
９
日
(火)
ま
で
文
化
課

1(

８
６
６)

２
２
４
６

印
鑑
と
買
い
受
け
代
金
を
持
っ
て
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。
最
低
公
売
価
格
は
４
万
800
円

（
消
費
税
別
）
で
す
。

と
き
／
４
月
25
日
(火)
午
後
１
時
か
ら

と
こ
ろ
／
市
役
所
裏
市
職
員
会
館
大
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ

納
税
課
納
税
担
当
1(

８

６
６)

２
０
５
８

７
月
27
日
(木)
ま
で
、
ガ
ス
器
具
の
点
検
と

ガ
ス
漏
れ
調
査
を
次
の
地
区
で
行
い
ま
す
。

調
査
員
が
訪
問
し
た
際
に
は
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
市
ガ
ス
局
1(

８
４
５)

０
１
６
５

八
橋
本
町
一
〜
二
丁
目
、
山
王
一
丁
目
、
高

陽
青
柳
町
、
外
旭
川
八
幡
田
二
丁
目
・
八
柳

一
〜
三
丁
目
・
字
神
田
・
字
松
崎
・
字
四
百

刈
、
飯
島
字
田
尻
堰
越
・
字
西
袋
・
字
飯
島

水
尻
・
字
飯
田
水
尻
・
字
南
場
掛
・
字
田

●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

市
民
の
み
な
さ
ん
の

文
化
活
動
に
助
成
し
ま
す

３
文
化
選
奨
の
候
補
者
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

４

２
ア
メ
シ
ロ
退
治
を

お
早
め
に

６
ガ
ス
漏
れ
調
査
に

ご
協
力
を

MATION

５
電
話
加
入
権
の
公
売

市長
ホットライン

地域の課題や市の将来に向
けた建設的なご意見、ご提言
を、広く市民のみなさまから
お聴きいたします。お気軽に
どうぞ。

４月27日(木)
午前10時～11時
(0120)681・815フリーダイヤル

粗大ごみの申し込み

４、５月は粗大ごみの申し込
みがたいへん混雑します。週の
前半は、電話が集中してかかり
にくい日もありますが、週の後
半は比較的かかりやすくなって
います。また、４月から粗大ご
み の 申 し 込 み 専 用 電 話 が
1(857)5300に変わりました。
お間違えのないようご注意を。

専用電話1(857)5300は
週の後半でどうぞ

中
央
交
通
へ
の

移
管
路
線
で
も

福
祉
乗
車
証
が
使
え
ま
す

１
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尻
・
字
薬
師
田
の
全
部
。八
橋
本
町
三
丁
目
、

外
旭
川
字
梶
の
目
、
字
田
中
、
字
在
家
、
字

大
堤
、
字
山
崎
、
飯
島
長
野
本
町
・
美
砂
町
・

鼠
田
四
丁
目
・
字
大
崩
・
字
長
山
下
の
一
部
。

■
東
部
ガ
ス
1(

８
３
２)

６
５
９
５

南
通
亀
の
町
・
宮
田
、
楢
山
大
元
町
・
登

町
・
川
口
境
、
仁
井
田
二
ツ
屋
一
〜
二
丁

目
・
福
島
一
〜
二
丁
目
、
御
野
場
一
〜
七
丁

目
・
新
町
一
〜
五
丁
目
、仁
井
田
字
新
中
島
、

牛
島
西
・
東
潟
敷
の
全
部

水
道
局
で
は
、
４
月
下
旬
か
ら
11
月
下
旬

に
か
け
て
、
一
定
期
間
を
経
過
し
た
古
い
メ

ー
タ
ー
の
取
り
替
え
作
業
を
行
い
ま
す
。
市

内
全
域
に
、
指
定
工
事
業
者
が
う
か
が
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

水
道
局
営
業
課
1(

８
６

４)

７
５
６
５

水
田
に
盛
土
し
、
畑
地
と
し
て
利
用
す
る

と
き
は
、
事
前
に
秋
田
市
農
業
委
員
会
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
お
近
く
の

農
業
委
員
か
、
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局
1

(

８
６
６)

２
２
７
０

介護保険制度のスタートにともない、秋田市国民健
康保険に加入している40～64歳のかたは、医療分に
介護分を加えた国民健康保険税を納めていただくこと
になります。秋田市国民健康保険に加入しているかたの
納税通知書は、６月下旬に世帯主のかたへ郵送します。

水
道
メ
ー
タ
ー
の

取
り
替
え
作
業
に

ご
協
力
を

７

所得割額
均等割額(一人につき)
平等割額(一世帯につき)
課税限度額

8.8％
21,430円
32,810円
530,000円

1.1％
4,180円
4,540円
70,000円

40歳未満
40歳～64歳
65歳以上

医療分
医療分+介護分
医療分

該当しません
第２号被保険者
第１号被保険者

問い合わせ
国民健康保険課1(866)2099
介護保険課1(866)2069

※労働時間は、原則として１日８時間で、「まかない」その他の
現物支給は含まず、委託者の補助的な作業出役をしないもの
とします

※「手植え」と「人手刈り」は「一般作業」に含めます

水田耕起

水田代かき

田植(機械植え)

補助乾燥

もみすり

精　　米

粉・粒剤

乳　　剤

ラジコンヘリ防除

あ ぜ 塗 り

一 般 作 業

生 乾 燥

バインダー

コンバイン

ハーベスタ

6,300

7,300

結束ヒモを含みます

籾の投入・排出・見回り

籾の投入・排出・見回り

60kg当たり袋詰まで(紙袋を含む)

60kg当たり

100m当たり(1m当たり45円)

男女とも１人１日当たり

薬剤は含みません。ラジコンヘ
リコプター防除の場合は、おお
むね5ha団地単位とします。

刈取・運送一連作業とします
刈取のみは18,500円

機械植付のみ（苗は含みません）7,200

11,900

22,400

9,800

8,000

4,600

730

1,070

960

1,800

1,200

1,300

4,500

1,800 

春
作
業
刈
取
・
脱
穀

乾

燥

調

製

秋
　
　
　
作
　
　
　
業

薬
剤
散
布

作 業 種 別 料　金
（10アール当り：円）

備　　　考

7,300 

草 刈 り

■農作業の標準受託料金が決定■
農業委員会では、今年度の農作業を受託したり、

委託したりする際の標準料金を、下の表のように
決めました。この料金は、10アール区画のほ場条
件をもとに算定した標準額です。
●問い合わせ 農業委員会事務局1(866)2270

畦はん部分

畦はんからの散布の場合。
薬剤は含みません

水田の中へ入っての散布の場
合。薬剤は含みません●40～64歳のかた

国民健康保険税は、医療分と介護分を合わせたも
のになります。介護分は、医療分と同じように「所
得割額」と「均等割額」「平等割額」の３つを合わせ
た金額です。平成12年度の国保税は以下のとおり。

■平成12年度の国保税

※年度の途中で40歳になるかたは誕生月から第２号、
または65歳になるかたは、誕生月から第１号被保険
者になります(１日生まれのかたは、その前月から)。

●65歳以上のかた
医療分と介護分を別々に納めるので、国保税は医

療分だけになります。介護保険料は、年金額が年額
18万円以上のかたは、年金から天引き、年額18万
円未満のかたは、介護保険課から郵送される納付書
で銀行などの窓口で納めます。65以上のかたの介
護保険料は９月までは免除され、その後１年間は半
額になります。

医療分 介護分

健康保険料 介護保険の分類

農
地
を
改
良
す
る
と
き
は

届
け
出
が
必
要
で
す

８

所得割額
均等割額
平等割額
合計

2,400,000円×8.8％＝211,200円
21,430円× ３人＝ 64,290円
(一世帯あたり)＝ 32,810円

308,300円

■医療分（加入者３人）

所得割額
均等割額
平等割額
合計

2,400,000円×1.1％＝ 26,400円
4,180円× ２人＝ 8,360円
(一世帯あたり)＝ 4,540円

39,300円

■介護分（40～64歳の加入者は２人）

●40歳未満のかた
従来どおり医療分の国民健康保険税を納めます。

国保税の計算式

国保税額
347,600円

医療分と介護分
をあわせると

年額

1 9 広報あきた　４月14日号

2,750,000円ー330,000円ー20,000円＝2,400,000円
給与所得 基礎控除 給与特別控除 課税標準額

妻Ｂさん(43歳)、子どもＣさん(17歳)は所得なし

世帯主Ａさん(45歳)



秋田駅→千秋公園(木内前)→北都
銀行中央支店前→赤れんが郷土館
→NHK前→ラグビー場→帝石前→
護国神社正面→湊御蔵前→セリオ
ン→護国神社裏参道→天徳寺→ダ
イエー前→買い物広場→秋田駅

●運行コース(バス乗り場)

４/ 14(金)s４/1 8 (火)

●移動図書館イソップ号

●和同開珎銀銭
～秋田市指定文化財～

●太平山リゾート公園

ABS 秋田市だより
月～金

土
午前10時25分～
午後３時55分～　

AKT 花時計からのたより
月～金

日
午前11時25分～
午前 ８時55分～　

AAB ハローナウあきた
月～金　午前10時55分～　

５
分
間
番
組

●４/30(日) 7：30～ ＡBS けやきの街から「新年度事業紹介」

４/1 9 (水)s４/2 5 (火)

●市民ゴルフ場

●花づくり農家

●躍進する秋田の企業

15
分
間

テレビ
ガイド

放送番組の詳しい日程は、
広報課へどうぞ1(866) 2034

管内にお住まいの１歳６か月～
４歳のお子さんとお母さんが対象
です。子育て学習やふれあい体操、
ミニ運動会。参加無料。
とき／５月16日(火)から来年２月
20日(火)までの毎月第３火曜日に
10回、午前10時～正午　とこ
ろ／中央公民館　定員／先着30組
●申し込み ４月18日(火)から中
央公民館q(824)5377

牛島地区の０歳～就学前のお子
さんと保護者が対象です。遊びな
がら交流しませんか。子育て相談
も。参加無料。直接会場へどうぞ。
とき／４月20日(木)午前10時～正
午　ところ／南部公民館　
●問い合わせ 牛島地区民生児童
委員の宮田信子さんq(833)0447

仁井田地区にお住まいの０歳～
就学前のお子さんとお母さんが対
象です。子育て相談や自由遊びな
ど。参加無料。直接会場へどうぞ。
とき／４月25日(火)午前10時～正
午　ところ／仁井田児童館
●問い合わせ 仁井田地区民生児
童委員の諏訪孝さんq(839)6180

仁井田地区ほっぺの会

牛島っ子へどうぞ

中央公民館ひまわりキッズ

●赤れんが郷土館

江戸時代からに近現代にかけ
て、産業や学術などで活躍した
人々の書画を紹介します。

４月15日(土)～６月25日(日)
開館時間/午前９時30分～午後４時30分

問い合わせ 赤れんが郷土館
q(864)6851

観覧料/大人200円、中学生以下無料　

●佐竹史料館

秋田の蕉風俳諧を隆盛に導い
た、郷土の文人吉川五明の資料
から市指定文化財を中心に紹介。

４月20日(木)～６月11日(日)
開館時間/午前９時～午後４時30分

問い合わせ 佐竹史料館
q(832)7892

観覧料/大人100円、中学生以下無料　

と　き　４月14日(金)～５月14日(日)
ところ　千秋美術館
観覧料／一般600円、高大学生400円、中学生以下無料

明治時代の先人たちから、
今も国内外で活躍する写真家
40人の作品を紹介します。山
とかかわってきた人々の歴史
や文化にも触れながら、優れ
た山岳写真をご覧ください。

【記念講演会】写真家・水越武さん
４月29日(土)午後２時～、３階講堂にて

【列 品 解 説】４月19日(水)、23日(日)、５月７日(日)
いずれも午後２時～

1(836)7860

４月30日(日)～10月29日(日)
毎週日曜日、竿燈期間中(８月４日～７日)に運行
500円で気軽に乗り降りができます。車内では観光案内

人が市内の名跡を紹介します。

秋田駅を午前10時から午後３時
まで、１時間おきに発車します。

●運行時間

大人500円　小学生200円　幼児無料
※当日、乗車券を見せれば、千秋美術館、
赤れんが郷土館、ねぶり流し館、佐竹
史料館、セリオンが割引になります。

●運賃(１日乗り放題券)

秋田駅バス案内所・観光案内所、
秋田駅ビュープラザ、秋田空港、
市内ホテル、セリオン、各旅行店、
循環バス車内

●乗車券販売所

問い合わせ 秋田商工会議所1(866)6674

千秋公園

セリオン
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※臨時休館…４月17日(月)～19日(水)



● 元気が大好き 育児コーナー

問い合わせは保健予防課
q(883)1174

■４・７・10か月児健康診査
４か月、７か月、10か月になっ

た日から１か月以内の赤ちゃんを対
象に、市内の委託医療機関で行って
います。個人通知はしませんので、
母子健康手帳別冊をよく読んで受診
しましょう。
■１歳６か月児健康診査
平成10年10月生まれのお子さん

が対象です。個人通知はしませんの
で、直接会場へどうぞ。当日、母
子健康手帳と別冊、バスタオルを
お持ちください。受付時間は午後
零時45分～１時30分です。
※１歳６か月児の健診会場が母子
健康手帳別冊に記載されたものと
異なります。右の表で健診会場を
確認してください。
s北部地区＝５月11日(木)、土崎
支所

s中央地区＝５月12日(金)、八橋の
市保健センター

s南部・西部(茨島・下浜・豊
岩・浜田・向浜)地区＝５月16日
(火)、八橋の市保健センター　

s東部・西部(新屋・勝平)地区＝
５月17日(水)、八橋の市保健セ
ンター　
■３歳児健康診査
平成８年11月生まれのお子さん

が対象です。対象者には３歳児健
康診査用アンケートと尿検査セッ
トを郵送します。当日、母子健康
手帳とあわせてお持ちください。
受付時間は午後零時45分～１時
30分です。
s中央地区＝５月23日(火)、八橋の
市保健センター

s南部・西部(茨島・下浜・豊
岩・浜田・向浜)地区＝５月24日
(水)、八橋の市保健センター　

s北部地区＝５月25日(木)、土崎

公民館
s東部・西部(新屋・勝平)地区＝
５月30日(火)、八橋の市保健セ
ンター　　

２歳になった日から、２歳２か
月になる前日までのお子さんを対
象に市内の委託医療機関で行って
います。対象者には２歳児歯科健
康診査用アンケートと健康診査票
をお送りします。当日、母子健康
手帳とあわせてお持ちください。
●問い合わせ 保健予防課

q(883)1174

生後８～９か月のお子さんをお
持ちのかたが対象です。離乳食の
進め方や食品の調理方法、試食、
歯みがき指導など。保健婦や栄養
士、歯科衛生士による個別相談も。
受講無料。お子さんと直接会場へ
どうぞ。
とき／４月24日(月)午前10時～正
午(受け付けは午前９時30分～)
ところ／八橋の市保健センター
用意する物／母子健康手帳、おし

ぼり、筆記用具
●問い合わせ 保健予防課

q(883)1174

保育所には子育てのヒントがい
っぱい。心配事相談もどうぞ。申
し込みは、４月19日(水)午前10時
から各保育所へ。
◆川尻保育所 q(823)3254
お庭で遊ぼう。まってるよ。
４月26日(水)午前９時40分～11時
◆保戸野保育所 q(823)6928
ドン焼きします。遊びにおいで。
５月９日(火)午前10時～11時

管内にお住まいの２～３歳のお
子さんとお母さんが対象です。子
育ての学習やミニ運動会など。参
加無料。
とき／５月２日(火)から来年２月
６日(火)までのおおむね第１・第
３火曜日に18回、午前10時～正
午　ところ／東部公民館　定員／
抽選で30組
●申し込み はがきに郵便番号、
住所、お子さんとお母さんの名前
(ふりがな)、性別、生年月日、電
話番号を書いて、４月22日(土)(必
着)まで、〒010-0041秋田市広
面字釣瓶町13-3 東部公民館ト
ン東キッズ係q(834)2206

西部地区の０～４歳のお子さん
とお母さんが対象です。子育て学
習や保育所体験など。参加無料。
とき／５月９日(火)から来年２月
６日(火)まで、おおむね第２火曜
日に10回、午前10時～正午　と
ころ／西部公民館　定員／先着30
組　
●申し込み ４月17日(月)午前９
時から西部公民館q(828)4217

児

東部公民館トン東キッズ

2歳児歯科健康診査

八橋の白百合保育園で

西部地区ふれあい広場

育

ととのった環境ですくすく育てたい。

後期離乳食教室

親子で保育所体験を

中央

山王、保戸野、八橋、川尻、
川元、旭南、旭北、中通、
大町、南通、東通、泉、高陽、
寺内、千秋、手形

南部
・
西部

楢山、牛島、卸町(柳原新田を
含む)、大住、仁井田、
四ツ小屋、上北手、御野場、
御所野、山手台

茨島、豊岩、下浜、浜田、
向浜

東部
・
西部

手形山、旭川、新藤田、濁川、
仁別、山内、蛇野、添川、
柳田、下北手、太平、横森、
桜、桜ガ丘、大平台、広面

新屋、勝平

北部
土崎、将軍野、飯島、港北、
外旭川、金足、上新城、
下新城

健診
地区名 お住まいの地区名

乳幼児健康診査
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市竿燈会の会員による竿燈の実演
とき／10月29日(日)までの毎週土・日
曜日と祝日の午後１時から40分間　
ところ／大町のねぶり流し館　
入館料／大人100円、中学生以下無料
●民俗芸能伝承館　1(866)7091

竿燈の実演

料費／年間1,000円
●申し込み ４月１９日(水)から南
部公民館1(832)2457

少年少女フェンシングスクール
小学４年生～中学３年生が対象

です。初心者もチャレンジ！
とき／５月から９月まで、週２回
程度、午後５時45分～　ところ／
市立体育館　定員／男女各10人
参加料／2,000円
●申し込み ４月19日(水)から体育
課1(866)2247

小学生バレーボール教室
小学３～６年生が対象。元オリ

ンピック選手の利部陽子さんを講
師に、楽しみながら仲間づくり。
とき／５月から８月までに週１回、
午後５時～　ところ／市立体育館
定員／先着20人　参加料／2,500円
●申し込み ４月19日(水)から市立
体育館1(866)2600

テルサの講座
申し込みは秋田テルサ

1(826)1800
◆料理教室
定員25人、受講料1,600円です。
①春の手巻き寿司＝４月21日(金)
午前10時～　②春色スポンジケー
キ作り＝４月22日(土)午前10時～
③シェフが作る鶏のカシューナッツ
焼き＝４月26日(水)午後1時30分～
◆Enjoyスポーツ
定員は①②③は15人、④は８組。
受講料は１回630円です。
①エアロビクス＝４月22日(土)は
午前10時30分～、４月18日(火)と
21日(金)と26日(水)は午後６時15
分～　②バドミントン＝４月21日
(金)と28日(金)は午前10時～、20
日(木)と27日(木)は午後６時30分～
③ビニールバレーボール＝４月20
日(木)午後１時30分～　④親子ビ
クス＝４月22日(土)午後２時～

初心者水泳教室
御所野の中央シルバーエリア内

の温水プールで開きます。いずれ
も５月から週１回の５回コース。
詳しくはお問い合わせを。
s幼児(４歳以上)木曜コースまた
は金曜コース　s小学生(低学年)
水曜コース　s一般木曜コース
s水中運動水曜コース(40歳以上)
●申し込み 往復はがきに住所、
氏名(１人１枚)、年齢、電話番号、
コース名を書いて、４月27日(木)
まで、〒010-1412秋田市御所野下
堤五丁目1-1 中央シルバーエリア
コミュニティセンター「水泳教室」係

1(829)2151

緑の募金フェスティバル
先着600人へ苗木のプレゼント、

樹木医による緑化相談、春のガー
ディニングコーナーなど。
とき／４月29日(土)午前10時30分
～　ところ／秋田駅の東西連絡自
由通路
●問い合わせ 公園維持課内の緑
化推進委員会1(866)2154

平安時代の食事探訪
１千年前、平安時代中期の食事

を再現し、千年の時を超え、ロマ
ンを食してみませんか。
とき／４月26日(水)午前10時～午
後１時　ところ／東部公民館　定
員／先着20人　参加料／800円
●申し込み ４月19日(水)から東
部公民館1(834)2206

在宅介護者のつどい
寝たきりや痴呆のかたなどを家

庭で介護しているかたが対象。介
護のうえでの悩みや、日頃の思い

を話し合う場です。参加無料。
とき／４月25日(火)午後１時30分
～３時　ところ／市保健センター
●申し込み 保健予防課

1(883)1178

肥満、高血圧、糖尿病などの病
気のかたの食事について、栄養士
が相談に応じます。電話で予約を。
とき／４月21日(金)午前10時～午
後４時　ところ／市保健センター
●申し込み 保健予防課

1(883)1174

中央公民館ボランティアの募集
公民館事業や幼児学級のお手伝

いや図書整理、清掃などをいっし
ょにボランティア活動をしてくだ
さるかたを募集しています。
活動日／毎月第３火曜日午後１時
～３時(事業により変更あり)
●申し込み 中央公民館

1(824)5377

広聴相談室の無料相談
市役所１階の市民相談室で開き

ます。法律相談は、事前に予約が
必要。法律相談以外は、当日受け
付けし、順番は抽選で決めます。
s人権・困りごと相談＝４月27日
(木)午後１時～４時　s交通事故相
談＝５月２日(火)午前９時～午後３
時　s法律相談＝５月８日(月)午前
９時～正午　s登記相談＝５月９
日(火)午後２時～４時
●問い合わせ　市民相談室

1(866)2039

催し物

案内

少年少女フェンシングスクール

小学生バレーボール教室

テルサの講座
ざ

初心者水泳教室

緑の募
ぼ

金フェスティバル

平安時
じ

代の食事探訪

在宅介護者のつどい

広聴相談室の無料相談

中央公民館ボランティアの募集

食生活健康相談

●訂正とお詫び
３月24日号のＰ15広報クイズ当選者発表でお
知らせしたクイズ問２の正解は「介護保険専門員」
ではなく、「介護支援専門員」でした。なお、「介
護支援専門員」とお答えいただいたかたを正解
として抽選しましたので、ご了承ください。
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幼稚園児や小学生を対象にした体験イベント。工作
や科学実験など面白実体験コーナーが50種類以上！　

５月３日(水)～５日(金)の３日間
日赤・婦人会館跡地(ポポラ広場)

●中心市街地商店街などによる実行委員会1(832)1011

チルドレンズ・ミュージアムイン秋田

雨天
決行

入場料：大人、子ども(幼稚園以上)とも500円
※幼稚園、小学校、商店街で配布するパンフ持参のお子さんは無料



高齢者学級「南星大学」
60才以上のかたが対象。健康と

生きがいをもとめて学びます。
とき／５月11日(木)から来年３月
まで月１回　ところ／南部公民館
●申し込み 南部公民館

1(832)2457

シルバーカレッジ東部
東部地区にお住まいの60歳以上

のかたが対象の生涯学習の集いです。
とき／５月17日(水)から来年３月
７日(水)までの毎月第１水曜日に
11回、午前10時～正午　ところ／
東部公民館　定員／抽選で60人
●申し込み ４月25日(火)まで、は

がきに、住所、氏名、生年月日、
電話番号を書いて、〒010-0041
秋田市広面字釣瓶町13-３　東部
公民館シルバーカレッジ東部担当

1(834)2206

けやき大学
おおむね60歳以上のかたを対象

にした生きがいと健康づくりの教
室です。会場はいずれも八橋の市
老人福祉センター。定員は抽選で
各30人、陶芸のみ20人。受講無料。
s陶芸＝５月16日(火)から11月21
日(火)までに12回、午後２時～
s実用書道＝５月17日(水)から12
月20日(水)までに15回、午前10時
～　s薬草＝５月24日(水)から７
月26日(水)までに５回、午後１時
30分～　sヨガ健康＝５月25日
(木)から７月27日(木)までに５回、
午前10時～　sペン習字＝５月27

日(土)から来年２月10日(土)までに
15回、午前10時～　s潤いある生
活を送るために＝６月１日(木)から
８月３日(木)までに４回、午後１時
30分～
●申し込み ４月21日(金)から28
日(金)まで(午前10時～午後３時)市
社会福祉協議会へ1(862)7445

ミッシーのつどい(中通婦人学級)
福祉や健康などについて、一緒

に学びましょう。
とき／毎月第２金曜日(４月は21
日)、午前10時～正午　ところ／中
通児童館 年会費／1,500円
●申し込み 中央公民館

1(824)5377

女性学習センターの講座
申し込みは、①と②は４月20日

(木)午前９時から、③は４月26日
(水)午後６時30分から女性学習セ
ンター1(832)2191
①硬式テニス教室(午前の部・夕方
の部)＝初心者が対象。いずれも、
５月12日(金)から24日(水)までに５
回、午前の部は午前10時～、夕方
の部は午後５時30分～。受講料は、
午前の部は2,500円、夕方の部は
2,300円。先着で女性各20人。
②行政書士試験準備講座＝５月17
日(水)から10月18日(水)まで毎週水
曜日に23回、午後６時30分～。受
講料は14,170円。先着で男女30人。
③宅地建物取引主任者資格試験準
備講座＝５月11日(木)から10月５
日(木)まで毎週木曜日に21回、午
後６時30分～。受講料は17,870
円。抽選で男女45人。

ふるさと体験クラブ
小学４～６年生が対象です。

春・秋の自然観察、陶器・凧、木
の工作、むかしの遊び体験など。
とき／５月27日(土)から来年１月
までに６回　定員／先着40人　材

Ａ
ｋ
ｉｔ
ａ
い
ろ
い
ろ

御所野の中央地区老人福祉
総合エリア交流センター

西部公民館

市保健センター

病気や加齢により身体機能の低下がある40歳以上のかたで、
会場へ通うこと(家族送迎も含む)が可能な次のようなかた。ただ
し、介護保険の要支援・要介護の認定を受けたかたは除きます。
◎ 健康に自信がなく、体を動かす機会がほとんどない
◎ 友人や隣近所との交流が少なく、家の中に閉じこもりがち
◎ 脳卒中後遺症などの障害があっても、日常生活はほぼ自立
している

対
象
と
な
る
か
た

６月20日(火)から、毎月
おおむね第３火曜日
５月23日(火)から、毎月
おおむね第４火曜日
６月６日(火)から、毎月
おおむね第１火曜日

南部地区

西部地区

上記以外の
地区

地　区 開　催　日 会　　場

■ふれあい元気教室の開催日程（時間は午後1時30分～3時）

講座

ふれあい元気教室にご参加をZ
寝たきりや痴呆にならない(しない)ためには、生きがいを持ち、仲間

をつくり、どんどん外へ出かけることが大切です。月１回この教室に参
加して、仲間とふれあい、心と身体を元気にしましょう。
参加期間は１年間。軽い体操やレクリエーションなどを行います。定

員は、各会場とも20人程度。参加無料です。
●申し込み 保健予防課1(883)1178

シルバーカレッジ東
とう

部
ぶ

けやき大学
だいがく

ミッシーのつどい(中通婦人学級
なかどおりふじんがっきゅう

)

女性学習
じょせいがくしゅう

センターの講
こう

座
ざ

ふるさと体験
たいけん

クラブ
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高齢者学級
こうれいしゃがっきゅう

「南星大学
なんせいだいがく

」

早春の御所野の丘にわれ行かん　サトシ



あきたノスタルジー

満開の桜の下にござを敷いて、30年ほど前のお花見の風景。
背広や着物といった立派な服装に身を包んでいるのは、当時、お花見がちょっとした「大人のイベント」だったからでしょうか。

わきあいあいと、春の楽しいひとときを過ごす人々の様子が伝わってきます。
話に花を咲かせる人、記念の写真を撮る人。

ピンク色の美しい桜が、人の心までやさしい色に染めてくれます。
千秋公園は、いつの時代もお花見の名所として親しまれてきました。

やわらかな日差しがふりそそぐ４月。
いよいよ、お花見シーズンの到来です。

●｢広報あきた｣は再生紙を使用しています。

４月15日(土)～４月26日(水)
商業観光課q(866)2112

広報あきた　編集発行■秋田市役所広報課　〒010-8560 秋田市山王一丁目１ー１　q 018(863)2222 秋田市ホームページ ■ http://www.city.akita.akita.jp/

●秋田の昔を、写真で振り返ります。

昭和42年頃の千秋公園本丸。今と変わらない公園の様子がそこにあります

●千秋公園
期間中の土・日曜日、二の丸広場で民謡や太鼓
演奏、ジャズダンスショーのイベントあり。
久保田城御隅櫓＝期間中午後８時まで開館。
展望室からの夜景をお楽しみください。
佐竹史料館＝期間中午後７時まで開館。

４月17日～19日は休館

●高清水公園
22日にはカラオケや宝さがし大会も。

●太平川
各種出店もあります。
●新屋大川
各種出店もあります。

▲
▲
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